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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　(ａ)スクラレオリド、
　(ｂ)ヘスペリジンメチルカルコン(ＨＭＣ)、
を含有する、皮膚を日焼けさせるおよび／または毛髪を暗色化するおよび／または毛髪の
灰色化を防止するために使用される、化粧品組成物。
【請求項２】
　(ａ)：(ｂ)の重量比が、乾燥重量を基準に、１００：１～１：１００である請求項１に
記載の化粧品組成物。
【請求項３】
　(ａ)：(ｂ)の重量比が、乾燥重量を基準に、５０：１～１：５０である請求項１に記載
の化粧品組成物。
【請求項４】
　皮膚日焼けおよび／または毛髪暗色化活性成分をさらに含有する請求項１～３のいずれ
かに記載の化粧品組成物。
【請求項５】
　さらなる活性成分がチロシナーゼの基質である請求項４に記載の化粧品組成物。
【請求項６】
　アミノ酸およびその誘導体、ホルスコリン、ジュグロン、ロウソン、エリトルロースお
よびジヒドロキシアセトンからなる群から選択される少なくとも１つの成分をさらに含有
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する請求項１～５のいずれかに記載の化粧品組成物。
【請求項７】
　アミノ酸およびその誘導体が、チロシン、アセチル-チロシン、パルミトイル-チロシン
、Ｌ-ＤＯＰＡ、アルギニン、アルギニンＨＣｌ、フェニルアラニン、オルニチン、オル
ニチンＨＣｌからなる群から選択される請求項６に記載の化粧品組成物。
【請求項８】
　(ａ)、または、(ａ)および(ｂ)が皮膚の日焼け(促進または誘導)のために使用される、
請求項１～３のいずれかに記載の化粧品組成物。
【請求項９】
　(ａ)、または、(ａ)および(ｂ)が毛髪の灰色化の防止または軽減および／または毛髪の
暗色化のために使用される、請求項１～３のいずれかに記載の化粧品組成物。
【請求項１０】
　(ａ)、または、(ａ)および(ｂ)がメラニン合成の増強剤として使用される、請求項１～
３のいずれかに記載の化粧品組成物。
【請求項１１】
　皮膚を日焼けさせる、および／または毛髪を暗色化する、および／または毛髪の灰色化
を防止する方法であって、(ａ)、または、(ａ)および(ｂ)あるいは請求項１～７のいずれ
かに記載の組成物を、皮膚、毛髪または頭皮に局所的に適用することからなる方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、特に、皮膚の日焼けおよび／または毛髪の暗色化のため、および／または毛
髪の灰色化の防止のために使用することができる化粧品組成物に関する。また本発明は、
このような目的のための薬剤の使用に関する。
【背景技術】
【０００２】
　最近の化粧品においては、日焼けした皮膚ならびに暗色(非灰色)の毛髪が若々しさおよ
び健康を連想させるので、皮膚日焼け剤の要求が増加している。皮膚日焼けのための古典
的な方法は、長きにわたる日光への暴露であった(「日光浴」)。近年になって、ＵＶ放射
への皮膚の暴露に伴うリスクに対する知識が増え、消費者は、ＵＶ放射の危険を認識して
いる。ＵＶ放射は、次のような多くの損傷性の副作用を有することができる：紅斑の形成
、皮膚、頭皮または毛髪細胞ならびに構造的皮膚または毛髪巨大分子における酸化性損傷
、皮膚弾性の損失およびしわ形成を伴う光老化、皮膚癌の発生率の増加、毛髪におけるタ
ンパク質および脂質の分解、毛髪の退色。従って、ＵＶ放射の暴露に関連するリスクを伴
うことなく、皮膚を日焼けさせる薬剤が求められている。
【０００３】
　最新の技術によって供されるいわゆる「日焼け」剤は、次の原理に従って作用する。即
ち、日焼け剤が皮膚タンパク質／アミノ酸と反応して褐色-黄色の物質を生成する(いわゆ
るメイラード反応)。このような薬剤の例には、ジヒドロキシアセトン(ＤＨＡ)、エリト
ルロース、ロウソン(lawsone)、ジュグロン(juglone)、グリセルアルデヒド、６-アルド-
Ｄ-フルクトース、ヒドロキシメチル-グリオキサル、マレアルデヒド、ピルブアルデヒド
が含まれる。これら日焼け剤の欠点は、達成される「人工的」な皮膚色調(オレンジ色が
強く、不自然)であり、さらに、これらの薬剤によって供される日焼け／色は、日光放射
のリスクから皮膚を保護しない。さらに、これら薬剤のいずれも毛髪の灰色化を防止する
ことができない。
【０００４】
　表皮色素沈着とは異なり、毛髪色素沈着はＵＶ放射によって増強されない。毛球メラニ
ン細胞は皮膚の深いところにあり、ＵＶ放射は毛髪のメラニン形成中心まで貫通しない。
従って、ＵＶ誘導される毛髪色の刺激は排除される。現在知られる薬剤は、着色剤、染料
または染め剤として作用する。これらの薬剤は、皮膚または毛髪に直接吸収される実質的
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リスクがない訳ではなく、また、これらによって供される色は、自然の毛髪色と同一では
ない。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】国際公開第０２／３０３８５号パンフレット
【特許文献２】米国特許第６１５０３８１号明細書
【特許文献３】国際公開第０２／１５３１５号パンフレット
【特許文献４】国際公開第９８／５１２９１号パンフレット
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　従って、日光浴に伴うリスクがなく皮膚を日焼けさせる安全かつ効率的な薬剤を供する
必要性が増大していた。好ましくは、これらの薬剤は、ＵＶ放射からの皮膚の保護をも供
するべきである。また同時に、毛髪を暗色化し、そして／または毛髪の脱色(灰色化)を回
避する安全かつ効率的な薬剤の必要性が存在していた。これらの用途の全てに対して、薬
剤が高効率であって、低濃度で適用することができ、こうして刺激を引き起こすリスクを
制限するのが望ましい。当然ながら、これらは非毒性であるべきである。さらに、これら
の物質は、それを適用した皮膚／頭皮の刺激を引き起こさないか、または市場で知られる
製品よりもはるかに低い程度でしか引き起こさないのが望ましい。また同時に、これらの
薬剤は、それを適用する化粧品配合物の全配合に適合すべきである。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　驚くべきことに、(ａ)スクラレオリド(sclareolide)および(ｂ)ヘスペリジンメチルカ
ルコン(ＨＭＣ)を含有する化粧品組成物はこれらの要求を満たすことがわかった。
【０００８】
　特許文献１(Henkel)から、スクラレオールおよび／またはスクラレオリドは、化粧品組
成物における抗炎症剤として知られている。特許文献２から、化粧品組成物は、抗微生物
活性物質としてスクラレオール様およびスクラレオリド様の化合物を含有することが知ら
れている。ＨＭＣ(本明細書中においてヘスペリジンメチルカルコンに対して使用される
短縮形)は、医薬剤として知られており、例えば、それは特許文献３においてヘルペス感
染を治療するための薬剤として、または特許文献４において虚血を治療するための医薬の
製造のために開示されている。
　これら文献のいずれも、(ａ)および(ｂ)を含有する組成物ならびに本発明に従う(ａ)ま
たは(ｂ)の使用を開示していない。
【発明を実施するための形態】
【０００９】
　本発明は、
　(ａ)スクラレオリド、
　(ｂ)ヘスペリジンメチルカルコン(ＨＭＣ)、
を含有する化粧品組成物に関する。
　また本発明は、化粧品組成物における(ａ)および(ｂ)の使用、好ましくは化粧活性成分
としての使用に関する。
【００１０】
　ヘスペリジンメチルカルコン(ＨＭＣ)
　ヘスペリジンメチルカルコン(ＨＭＣと短縮する)は、フラバノン-グリコシドヘスペリ
ジン(ヘスペレチン-７-Ｏ-ルチノシド)から誘導されるメチル化カルコンである。以下の
式がヘスペリジンメチルカルコンを表す：
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【化１】

【００１１】
　ヘスペリジンメチルカルコンは、ＣＡＳ番号CAS 24292-52-2を有する。
　ヘスペリジンメチルカルコンは、「モノ-、ジ-およびトリ-メチル化物(methylate)」の
任意の混合物を意味する。
　ヘスペリジンメチルカルコンは、例えば、Exquim(Barcelona、スペイン国)またはSigma
-Aldrich(L'isle d'Abeau、仏国)から市販されている。
【００１２】
　スクラレオリド
　スクラレオリド(ＣＡＳ番号 564-20-5、ＥＣ番号 209-269-0)は、ラブダン型ジテルペ
ン スクラレオールの化学修飾または生体内変換によって調製される化合物である。スク
ラレオールは、クラリーセージ(Salvia sclarea L.)の茎、葉および花部に存在し、この
供給源からの単離が記載されている(米国特許第３０６０１７２号)。
【００１３】
　スクラレオリドの同義語は、(＋)ノル-アムブレイノリド；(３ａＲ-(３ａα,５ａβ,９
ａα,９ｂβ))デカヒドロ-３ａ,６,６,９ａ-テトラメチルナフト(２,１-ｂ)フラン-２(１
Ｈ)-オン；(３ａＲ,５ａＳ,９ａＳ,９ｂＲ)-デカヒドロ-３ａ,６,６,９ａ-テトラメチル
ナフト(２,１-ｂ)フラン-２(１Ｈ)-オン；３ａ,４,５,５ａα、６,７,８,９,９ａ,９ｂα
-デカヒドロ-３ａβ,６,６,９ａβ-テトラメチルナフト(２,１-ｂ)フラン-２(１Ｈ)-オン
または(３ａＲ)-(＋)-スクラレオリドである。
【００１４】
　スクラレオリドは、アムブロキサン(Ambroxan)、即ち、香水において使用される高価な
竜涎香の前駆体である。スクラレオリドは市販されており、Sigma-Aldrich(L'Isle d'Abe
au、仏国)またはLGC Promochem(Molsheim、仏国)のような異なる供給元から入手すること
ができる。
【００１５】
　化粧品組成物および化粧活性濃厚物
　化粧品組成物は、ヒト身体の様々な外側部分(表皮、毛髪系、爪、唇および外部生殖器)
と接触して、または歯および口腔粘膜と接触して適用されることが意図され、専らまたは
主に、それらを清浄にすること、それらに芳香を与えること、それらの外観を変えること
および／または体臭を修正することおよび／またはそれらを保護することまたはそれらを
良好な状態に維持することを目的とするあらゆる調製物を意味する。
【００１６】
　本発明の化粧品組成物は、例えば、毛髪シャンプー、毛髪ローション、発泡浴剤、シャ
ワー浴剤、クリーム、ゲル、ローション、アルコール性および水性／アルコール性溶液、
エマルジョン、ワックス／油脂物質、スティック調製物、粉末または軟膏の形態であるこ
とができる。
　また、これらの組成物は、さらなる助剤および添加剤として、穏やかな界面活性剤、油
成分、乳化剤、真珠色化ワックス、稠度調節剤、増粘剤、過脂肪剤、安定剤、ポリマー、
シリコーン化合物、油脂、ワックス、レシチン、リン脂質、ＵＶ光保護因子、生物起源の
活性成分、酸化防止剤、脱臭剤、発汗防止剤、ふけ防止剤、皮膜形成剤、膨潤剤、防虫剤
、日焼け剤、ヒドロトロープ剤、可溶化剤、防腐剤、芳香油、染料などを含有することも
できる。
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【００１７】
　本発明の化粧品組成物は、スクラレオリド(ａ)を、最終化粧品組成物の全重量を基準に
、０.００００１～２重量％、好ましくは０.００１～０.２重量％の量で含有することが
できる。
　本発明の化粧品組成物は、ＨＭＣ(ｂ)を、最終化粧品組成物の全重量を基準に、０.０
００１～１０重量％、好ましくは０.０１～２重量％の量で含有することができる。
【００１８】
　本発明の化粧品組成物は、スクラレオリド(ａ)を、最終組成物の全重量を基準に、０.
１～２０重量％の量で含有することができ、本発明のこの態様を「化粧活性濃厚物」と称
する。
　本発明の化粧品組成物は、ＨＭＣ(ｂ)を、最終組成物の全重量を基準に、１～９９.９
重量％の量で含有することができ、本発明のこの態様を「化粧活性濃厚物」と称する。
【００１９】
　好ましい態様において、本発明は、以下の成分を含有する化粧活性濃厚物に関する(全
ての重量％は組成物の全重量を基準とする)：
・０.１～２０重量％、好ましくは１～５重量％のスクラレオリド(ａ)、
・１～９９.９重量％、好ましくは１５～２５重量％のＨＭＣ(ｂ)。
【００２０】
　本発明の１つの態様において、これらの化粧活性濃厚物を、皮膚／頭皮／毛髪に直接使
用することができる(即ち、これら自体が化粧品組成物である)。本発明のさらなる態様に
おいて、これらの化粧活性濃厚物を、例えば、通常の化粧品成分(例えば、水、油など)で
希釈することによって、化粧品組成物の製造のために使用することができる。
【００２１】
　即ち、本発明の化粧品組成物は、(ａ)および(ｂ)を、単独でまたは組合せて、当業者が
知る手段によって化粧品組成物に添加することによって製造することができる。
【００２２】
　本発明の１つの態様は、化粧品組成物の製造方法であって、化粧活性濃厚物を、所望に
より可溶化剤の存在下に溶媒で希釈することからなる方法に関する。
　適する溶媒は、水、プロピレングリコール、ブチレングリコール、ペンチレングリコー
ルおよびこれらの混合物からなる群から選択することができる。
【００２３】
　可溶化は高温下で行うことができる。あらゆる既知の適する可溶化剤、例えば、以下に
挙げる可溶化剤を使用することができる：
　PEG-7 グリセリルココエート[PEG-7 グリセリルココエートは、グリセリルココエート(
q.v.)のポリエチレングリコールエーテルであり、一般に以下の式：
【化２】

(式中、ＲＣＯ－は、ヤシ油から誘導される脂肪酸を表し、ｘ＋ｙ＋ｚは、平均値７を有
する)で示される]；
【００２４】
　Coceth-7 [Coceth-7は、ヤシ油アルコール(q.v.)のポリエチレングリコールエーテルで
あり、一般式：Ｒ-(ＯＣＨ2ＣＨ2)n-ＯＨ(式中、Ｒは、Cocos Nucifera (Coconut) Oil (
q.v.)から誘導される脂肪アルコールを表し、ｎは平均値７を有する)で示される]；
　PPG-1-PEG-9 ラウリルグリコールエーテル；
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　PEG-40 水素化ヒマシ油[PEG-40 水素化ヒマシ油は、水素化ヒマシ油(q.v.)のポリエチ
レングリコール誘導体であり、平均して４０モルのエチレンオキシドを含む]；
【００２５】
　PEG-20 グリセリルステアレート[PEG-20 グリセリルステアレートは、グリセリルステ
アレート(q.v.)のポリエチレングリコールエーテルであり、一般に以下の式：
【化３】

(式中、ｘ＋ｙ＋ｚは、平均値２０を有する)で示される]；
【００２６】
　Ceteareth-12 [Ceteareth-12は、セテアリルアルコール(q.v.)のポリエチレングリコー
ルエーテルであり、一般に式：Ｒ-(ＯＣＨ2ＣＨ2)n-ＯＨ(式中、Ｒは、セチルおよびステ
アリルアルコールから誘導されるアルキル基のブレンドを表し、ｎは平均値１２を有する
)で示される]；
　Ceteareth-20 [Ceteareth-20は、セテアリルアルコール(q.v.)のポリエチレングリコー
ルエーテルであり、一般に式：Ｒ-(ＯＣＨ2ＣＨ2)n-ＯＨ(式中、Ｒは、セチルおよびステ
アリルアルコールから誘導されるアルキル基のブレンドを表し、ｎは平均値２０を有する
)で示される]；
【００２７】
　セテアリル硫酸ナトリウム；または
　ポリソルベート(ソルビトールおよび無水ソルビトールと長鎖脂肪酸とのエステルであ
り、エチレンオキシドと縮合している)、例えば、Polysorbate-20(ラウリン酸エステル、
約２０モルのＥＯ)またはPolysorbate-80(オレイン酸エステル、約８０モルのＥＯ)、
またはこれらの混合物。
【００２８】
　好ましい態様において、可溶化剤は、PEG-7 グリセリルココエートおよび／またはCete
areth-20、Coceth-7、PPG-1-PEG-9 ラウリルグリコールエーテル、PEG-40 水素化ヒマシ
油、PEG-20 グリセリルステアレート、Ceteareth-12、セテアリル硫酸ナトリウム、およ
び／またはポリソルベートからなる群から選択される。
【００２９】
　本発明の好ましい態様は、(ａ)および(ｂ)を、乾燥重量を基準に、１００：１～１：１
００、好ましくは５０：１～１：５０の(ａ)：(ｂ)の重量比で含有する化粧品組成物に関
する。
　本発明の特に好ましい態様は、(ａ)および(ｂ)を、乾燥重量を基準に、１：１～１：２
５、好ましくは１：５～１：２０の(ａ)：(ｂ)の重量比で含有する化粧品組成物に関する
。
【００３０】
　好ましい態様において、化粧品組成物は、皮膚日焼けおよび／または毛髪暗色化活性成
分をさらに含有する。
　さらなる皮膚日焼けおよび／または毛髪暗色化活性成分の例は、チロシナーゼの基質ま
たはチロシナーゼ基質の類似体、例えば、チロシン、アセチル-チロシン、パルミトイル-
チロシンまたはＬ-ＤＯＰＡ、チロシナーゼ活性または発現の刺激物質、例えば、テオフ
ィリン、カフェインまたはイソブチルメチルキサンチン、プロ-オピオメラノコルチンペ
プチド、例えば、ＡＣＴＨ、α-ＭＳＨまたはα-ＭＳＨのフラグメントおよび誘導体、ペ
プチド、例えば、Ｌｅｕ-Ｉｌｅ-Ｇｌｙ-Ａｒｇ-ＮＨ2またはＳｅｒ-Ｌｅｕ-Ｉｌｅ-Ｇｌ
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ｙ-Ａｒｇ-Ｌｅｕ-ＮＨ2、銅含有化合物または塩、例えば、銅グルコネート、銅グルタチ
オン錯体または銅アデノシントリホスフェート、フラボノイド、例えば、ヘスペリジン、
ネオヘスペリジンまたはナリンギン、ホルスコリン、ジアシルグリセロール、メラニン細
胞の樹状性(dendricity)を増強し、そして／またはケラチン生成細胞へのメラノソームの
移動を活性化する薬剤、例えば、セリンプロテアーゼ、ＰＡＲ-２受容体のアゴニスト、
シリマリンまたはシリビン、プリン、ピリミジン、葉酸、クルクミン、菊種、sanguisorb
a種の抽出物、クルミ抽出物、urucum抽出物、ダイオウ抽出物、Mucuna pruriens抽出物、
ジュグロン、ロウソン、６-アルド-Ｄ-フルクトース、ヒドロキシメチル-グリオキサル、
マレアルデヒド、ピルブアルデヒド、エリトルロースおよびジヒドロキシアセトンである
。
【００３１】
　また、本発明の組成物は、可溶性メラニン誘導体をさらに含有することもできる。市販
の可溶性メラニン誘導体の例には、San-mar laboratories, Inc.(Elmsford、N.Y.)からの
Melasyn-100TMおよびZylepsis(Ashford、Kent、英国)からのMelanZeTMが含まれる。さら
に、本発明の組成物は、天然供給源からの顔料、例えば、Hedychium属またはベアベリー
属からの抽出物、あるいは、カロテノイドを含む植物からの、または合成カロテノイドに
よる黄色、オレンジ色および赤色顔料を含有することもできる。
【００３２】
　好ましい態様において、化粧品組成物は、チロシナーゼの基質、例えば、チロシン、ア
セチル-チロシン、パルミトイル-チロシンまたはＬ-ＤＯＰＡ(Ｌ-ドーパミン＝３,４-ジ
ヒドロキシフェニルアラニン)からなる群から選択される成分をさらに含有する。
【００３３】
　好ましい態様において、化粧品組成物は、アミノ酸およびその誘導体、ホルスコリン、
ジュグロン、ロウソン、エリトルロースおよびジヒドロキシアセトンからなる群から選択
される少なくとも１つの成分またはこれらの混合物をさらに含有する。
【００３４】
　適するアミノ酸は、２０種類のタンパク質生成アミノ酸、ならびに非タンパク質生成ア
ミノ酸、例えば、Ｌ-ＤＯＰＡ、オルニチンＨＣｌのいずれかであることができる。アミ
ノ酸の誘導体は、例えば、Ｎ-アセチル化アミノ酸(アミノ酸のアミノ末端部分がアセチル
化されている)、例えば、Ｎ-アセチル-チロシンまたはＮ-パルミトイル-チロシンである
。アシル部分は、任意の長さのものであってよく、好ましくは、１～１６個の炭素原子を
含んでいる。アミノ酸は、その遊離形態(例えばアルギニン)、またはその塩酸塩形態(例
えばアルギニン一塩酸塩)、またはその水和物形態(例えばアルギニン一水和物)であるこ
とができる。
【００３５】
　アミノ酸およびその誘導体の例は、チロシン、アセチル-チロシン、パルミトイル-チロ
シン、Ｌ-ＤＯＰＡ、アルギニン、アルギニンＨＣｌ、フェニルアラニン、オルニチン、
オルニチンＨＣｌである。
　本発明の好ましい態様において、組成物は、アセチル-チロシンおよびアルギニンまた
はアルギニンＨＣｌをさらに含有する。
【００３６】
　本発明の特に好ましい態様は、
・１～５重量％のスクラレオリド(ａ)、
・１５～２５重量％のＨＭＣ(ｂ)、
・１～１０重量％の少なくとも１つのアミノ酸または誘導体、
を含有する化粧品組成物(化粧活性濃厚物)である。
【００３７】
　本発明の化粧品組成物は、好ましくは、スクラレオリド(ａ)および／またはヘスペリジ
ンメチルカルコン(ｂ)および／またはこれらの混合物ならびに(ａ)および(ｂ)を含有する
化粧品組成物のために使用することができ、好ましくは、以下のような化粧品において使
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用することができる：
・メラニン合成の増強剤／刺激剤として、
・日光によらない皮膚の日焼けのため(日光またはＵＶ放射への暴露なし)、
・低ＵＶ照射による皮膚の日焼けを促進するため、
・周囲領域よりも明るいかまたは暗い色素斑が皮膚に存在しているときに、少なくとも部
分的に皮膚の色を均一化するため、
・毛髪灰色化を防止および／または軽減するため、
・毛髪を暗色化するため。
【００３８】
　即ち、本発明は、皮膚の日焼け(促進または誘導)のための、スクラレオリド(ａ)および
／またはＨＭＣ(ｂ)の使用に関する。
　さらに、本発明は、毛髪の灰色化の防止または軽減および／または毛髪の暗色化のため
の、スクラレオリド(ａ)および／またはＨＭＣ(ｂ)の使用に関する。
　さらに、本発明は、メラニン合成の増強剤としての、スクラレオリド(ａ)および／また
はＨＭＣ(ｂ)の使用に関する。
【００３９】
　さらに、本発明は、皮膚を日焼けさせる、および／または毛髪を暗色化する、および／
または毛髪の灰色化を防止する方法であって、(ａ)または(ｂ)あるいは請求項１～６のい
ずれかに記載の組成物を、皮膚、毛髪および／または頭皮に局所的に適用することからな
る方法に関する。
【００４０】
　本発明の１つの態様において、化粧品組成物は、少なくとも１つの界面活性剤をさらに
含有する。
　存在していてよい界面活性物質は、陰イオン性、非イオン性、陽イオン性および／また
は両性または双性イオン性界面活性剤である。組成物中のこれらの含量は、通常は約１～
７０重量％、好ましくは５～５０重量％、特に１０～３０重量％である。
【００４１】
　陰イオン性界面活性剤の代表例は、石鹸、アルキルベンゼンスルホネート、アルカンス
ルホネート、オレフィンスルホネート、アルキルエーテルスルホネート、グリセロールエ
ーテルスルホネート、α-メチルエステルスルホネート、スルホ脂肪酸、アルキルスルフ
ェート、アルキルエーテルスルフェート、グリセロールエーテルスルフェート、脂肪酸エ
ーテルスルフェート、ヒドロキシ混合エーテルスルフェート、モノグリセリド(エーテル)
スルフェート、脂肪酸アミド(エーテル)スルフェート、モノおよびジアルキルスルホスク
シネート、モノおよびジアルキルスルホスクシナメート、スルホトリグリセリド、アミド
石鹸、エーテルカルボン酸およびその塩、脂肪酸イセチオネート、脂肪酸サルコシネート
、脂肪酸タウリド、Ｎ-アシルアミノ酸(例えば、アシルラクチレート、アシルタルタレー
ト、アシルグルタメートおよびアシルアスパルテート)、アルキルオリゴグルコシドスル
フェート、タンパク質脂肪酸縮合物(特に、コムギに基づく植物生成物)およびアルキル(
エーテル)ホスフェートである。
　陰イオン性界面活性剤がポリグリコールエーテル鎖を含有しているときには、これらは
通常の同族体分布を有していてよいが、好ましくは狭い同族体分布を有する。
【００４２】
　非イオン性界面活性剤の代表例は、脂肪アルコールポリグリコールエーテル、アルキル
フェノールポリグリコールエーテル、脂肪酸ポリグリコールエーテル、脂肪酸アミドポリ
グリコールエーテル、脂肪アミンポリグリコールエーテル、アルコキシル化トリグリセリ
ド、混合エーテルおよび混合ホルマール、所望により部分的に酸化したアルキル(アルケ
ニル)オリゴグリコシドおよびグルクロン酸誘導体、脂肪酸Ｎ-アルキルグルカミド、タン
パク質加水分解物(特に、コムギに基づく植物生成物)、ポリオール脂肪酸エステル、糖エ
ステル、ソルビタンエステル、ポリソルベートおよびアミンオキシドである。
　非イオン性界面活性剤がポリグリコールエーテル鎖を含有しているときには、これらは
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通常の同族体分布を有していてよいが、好ましくは狭い同族体分布を有する。
【００４３】
　陽イオン性界面活性剤の代表例は、第四アンモニウム化合物、例えばジメチルジステア
リルアンモニウムクロリド、およびエステルクォート(ester quat)、特に第四級化した脂
肪酸トリアルカノールアミンエステル塩である。
　両性および双性イオン性界面活性剤の代表例は、アルキルベタイン、アルキルアミドベ
タイン、アミノプロピオネート、アミノグリシネート、イミダゾリニウムベタインおよび
スルホベタインである。
　上記した界面活性剤は、もっぱら既知化合物である。
【００４４】
　特に適する穏やかな(即ち、特に皮膚に適合する)界面活性剤の代表例は、脂肪アルコー
ルポリグリコールエーテルスルフェート、モノグリセリドスルフェート、モノおよび／ま
たはジアルキルスルホスクシネート、脂肪酸イセチオネート、脂肪酸サルコシネート、脂
肪酸タウリド、脂肪酸グルタメート、α-オレフィンスルホネート、エーテルカルボン酸
、アルキルオリゴグルコシド、脂肪酸グルカミド、アルキルアミドベタイン、アンホアセ
タールおよび／またはタンパク質脂肪酸縮合物(好ましくは、コムギタンパク質に基づく)
である。
【００４５】
　本発明の１つの態様において、化粧品組成物は、少なくとも１つの油成分をさらに含有
する。
　適する油成分は、例えば、６～１８個、好ましくは８～１０個の炭素原子を含む脂肪ア
ルコールに基づくゲルベアルコール、直鎖Ｃ6-Ｃ22脂肪酸と直鎖または分岐鎖Ｃ6-Ｃ22脂
肪アルコールとのエステルおよび／または分岐鎖Ｃ6-Ｃ13カルボン酸と直鎖または分岐鎖
Ｃ6-Ｃ22脂肪アルコールとのエステル、例えば、ミリスチルミリステート、ミリスチルパ
ルミテート、ミリスチルステアレート、ミリスチルイソステアレート、ミリスチルオレエ
ート、ミリスチルベヘネート、ミリスチルエルケート、セチルミリステート、セチルパル
ミテート、セチルステアレート、セチルイソステアレート、セチルオレエート、セチルベ
ヘネート、セチルエルケート、ステアリルミリステート、ステアリルパルミテート、ステ
アリルステアレート、ステアリルイソステアレート、ステアリルオレエート、ステアリル
ベヘネート、ステアリルエルケート、イソステアリルミリステート、イソステアリルパル
ミテート、イソステアリルステアレート、イソステアリルイソステアレート、イソステア
リルオレエート、イソステアリルベヘネート、イソステアリルエルケート、オレイルミリ
ステート、オレイルパルミテート、オレイルステアレート、オレイルイソステアレート、
オレイルオレエート、オレイルベヘネート、オレイルエルケート、ベヘニルミリステート
、ベヘニルパルミテート、ベヘニルステアレート、ベヘニルイソステアレート、ベヘニル
オレエート、ベヘニルベヘネート、ベヘニルエルケート、エルシルミリステート、エルシ
ルパルミテート、エルシルステアレート、エルシルイソステアレート、エルシルオレエー
ト、エルシルベヘネートおよびエルシルエルケートである。
【００４６】
　また適するのは、直鎖Ｃ6-Ｃ22脂肪酸と分岐アルコール(特に２-エチルヘキサノール)
とのエステル、Ｃ18-Ｃ38アルキルヒドロキシカルボン酸と直鎖または分岐鎖Ｃ6-Ｃ22脂
肪アルコールとのエステル(特にジオクチルマレエート)、直鎖および／または分岐鎖脂肪
酸と多価アルコール(例えば、プロピレングリコール、ダイマージオールまたはトリマー
トリオール)および／またはゲルベアルコールとのエステル、Ｃ6-Ｃ10脂肪酸に基づくト
リグリセリド、Ｃ6-Ｃ18脂肪酸に基づく液体のモノ／ジ／トリグリセリド混合物、Ｃ6-Ｃ

22脂肪アルコールおよび／またはゲルベアルコールと芳香族カルボン酸(特に安息香酸)と
のエステル、Ｃ2-Ｃ12ジカルボン酸と１～２２個の炭素原子を含む直鎖または分岐鎖アル
コールまたは２～１０個の炭素原子および２～６個のヒドロキシル基を含むポリオールと
のエステル、植物油、分岐鎖の第一アルコール、置換シクロヘキサン、直鎖および分岐鎖
Ｃ6-Ｃ22脂肪アルコールカーボネート(例えば、ジカプリリルカーボネート；CetiolＲ CC
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)、６～１８個、好ましくは８～１０個の炭素原子を含む脂肪アルコールに基づくゲルベ
カーボネート、安息香酸と直鎖および／または分岐鎖Ｃ6-Ｃ22アルコールとのエステル(
例えば、FinsolvＲ TN)、アルキル基あたりに６～２２個の炭素原子を含む直鎖または分
岐鎖の対称または非対称のジアルキルエーテル(例えば、ジカプリリルエーテル；Cetiol
Ｒ OE)、エポキシ化脂肪酸エステルのポリオールによる開環生成物、シリコーン油(特に
、シクロメチコーン、ケイ素メチコーン型)および／または脂肪族またはナフテン系炭化
水素(例えば、スクアラン、スクアレンまたはジアルキルシクロヘキサン)である。
【００４７】
　本発明の１つの態様において、化粧品組成物は、少なくとも１つの乳化剤をさらに含有
する。
　適する乳化剤は、例えば、以下の群の少なくとも１つに由来する非イオン性界面活性剤
である：
・８～２２個の炭素原子を含む直鎖脂肪アルコールへの、１２～２２個の炭素原子を含む
脂肪酸への、アルキル基に８～１５個の炭素原子を含むアルキルフェノールへの、および
アルキル基に８～２２個の炭素原子を含むアルキルアミンへの、エチレンオキシド２～３
０モルおよび／またはプロピレンオキシド０～５モルの付加生成物；
・アルキル(アルケニル)基に８～２２個の炭素原子を含むアルキルおよび／またはアルケ
ニルオリゴグリコシドならびにそのエトキシル化類似体；
・ヒマシ油および／または水素化ヒマシ油へのエチレンオキシド１～１５モルの付加生成
物；
・ヒマシ油および／または水素化ヒマシ油へのエチレンオキシド１５～６０モルの付加生
成物；
・グリセロールおよび／またはソルビタンと、１２～２２個の炭素原子を含む不飽和、直
鎖または飽和、分岐鎖の脂肪酸および／または３～１８個の炭素原子を含むヒドロキシカ
ルボン酸との部分エステル、ならびに、エチレンオキシド１～３０モルを含むその付加物
；
・ポリグリセロール(平均の自己縮合度２～８)、ポリエチレングリコール(分子量４００
～５０００)、トリメチロールプロパン、ペンタエリトリトール、糖アルコール(例えばソ
ルビトール)、アルキルグルコシド(例えば、メチルグルコシド、ブチルグルコシド、ラウ
リルグルコシド)およびポリグルコシド(例えばセルロース)と、１２～２２個の炭素原子
を含む飽和および／または不飽和の直鎖もしくは分岐鎖の脂肪酸および／または３～１８
個の炭素原子を含むヒドロキシカルボン酸との部分エステル、ならびに、エチレンオキシ
ド１～３０モルを含むその付加物；
・ペンタエリトリトール、脂肪酸、クエン酸および脂肪アルコールの混合エステルおよび
／または６～２２個の炭素原子を含む脂肪酸、メチルグルコースおよびポリオール(好ま
しくは、グリセロールまたはポリグリセロール)の混合エステル；
・モノ、ジおよびトリアルキルホスフェートならびにモノ、ジおよび／またはトリ-ＰＥ
Ｇ-アルキルホスフェートおよびその塩；
・羊毛ワックスアルコール；
・ポリシロキサン-ポリアルキル-ポリエーテルコポリマーおよび対応する誘導体；
・ブロックコポリマー、例えば、ポリエチレングリコール-３０ ジポリヒドロキシステア
レート；
・ポリマー乳化剤、例えば、GoodrichからのPemulenグレード(TR-1、TR-2)；
・ポリアルキレングリコール；および
・グリセロールカーボネート。
【００４８】
　エチレンオキシド付加生成物
　脂肪アルコール、脂肪酸、アルキルフェノールへの、またはヒマシ油への、エチレンオ
キシドおよび／またはプロピレンオキシドの付加生成物は、既知の市販生成物である。こ
れらは同族体混合物であり、その平均のアルコキシル化度は、付加反応を行う基質とエチ
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レンオキシドおよび／またはプロピレンオキシドの量比に対応する。グリセロールへのエ
チレンオキシドの付加生成物のＣ12/18脂肪酸モノおよびジエステルは、化粧品調製物の
ための再脂肪剤として知られている。
【００４９】
　アルキルおよび／またはアルケニルオリゴグリコシド
　アルキルおよび／またはアルケニルオリゴグリコシド、その製造およびその使用は、先
行技術から既知である。これらは、具体的には、グルコースまたはオリゴ糖と８～１８個
の炭素原子を含む第一アルコールとを反応させることによって製造される。グリコシド基
に関しては、モノグリコシド(環状糖基が脂肪アルコールにグリコシド結合している)なら
びにオリゴマーグリコシド(好ましくは約８までのオリゴマー化度を有する)の両方が適し
ている。ここで、オリゴマー化度は、統計学的平均値であり、この値は、上記のような工
業用グレード製品に一般的な同族体分布に基づいている。
【００５０】
　部分グリセリド
　適する部分グリセリドの代表例は、ヒドロキシステアリン酸モノグリセリド、ヒドロキ
システアリン酸ジグリセリド、イソステアリン酸モノグリセリド、イソステアリン酸ジグ
リセリド、オレイン酸モノグリセリド、オレイン酸ジグリセリド、リシノール酸モノグリ
セリド、リシノール酸ジグリセリド、リノール酸モノグリセリド、リノール酸ジグリセリ
ド、リノレン酸モノグリセリド、リノレン酸ジグリセリド、エルカ酸モノグリセリド、エ
ルカ酸ジグリセリド、酒石酸モノグリセリド、酒石酸ジグリセリド、クエン酸モノグリセ
リド、クエン酸ジグリセリド、リンゴ酸モノグリセリド、リンゴ酸ジグリセリド、ならび
に、これらの工業用グレード混合物(これらは、製造方法に由来する副生成物として少量
のトリグリセリドを含んでいることもある)である。また同様に適するのは、これらの部
分グリセリドへのエチレンオキシド１～３０モル、好ましくは５～１０モルの付加生成物
である。
【００５１】
　ソルビタンエステル
　適するソルビタンエステルは、ソルビタンモノイソステアレート、ソルビタンセスキイ
ソステアレート、ソルビタンジイソステアレート、ソルビタントリイソステアレート、ソ
ルビタンモノオレエート、ソルビタンセスキオレエート、ソルビタンジオレエート、ソル
ビタントリオレエート、ソルビタンモノエルケート、ソルビタンセスキエルケート、ソル
ビタンジエルケート、ソルビタントリエルケート、ソルビタンモノリシノレエート、ソル
ビタンセスキリシノレエート、ソルビタンジリシノレエート、ソルビタントリリシノレエ
ート、ソルビタンモノヒドロキシステアレート、ソルビタンセスキヒドロキシステアレー
ト、ソルビタンジヒドロキシステアレート、ソルビタントリヒドロキシステアレート、ソ
ルビタンモノタルタレート、ソルビタンセスキタルタレート、ソルビタンジタルタレート
、ソルビタントリタルタレート、ソルビタンモノシトレート、ソルビタンセスキシトレー
ト、ソルビタンジシトレート、ソルビタントリシトレート、ソルビタンモノマレエート、
ソルビタンセスキマレエート、ソルビタンジマレエート、ソルビタントリマレエート、な
らびに、これらの工業用グレード混合物である。また同様に適するのは、これらのソルビ
タンエステルへのエチレンオキシド１～３０モル、好ましくは５～１０モルの付加生成物
である。
【００５２】
　ポリグリセロールエステル
　適するポリグリセロールエステルの代表例は、ポリグリセリル-２ ジポリヒドロキシス
テアレート(DehymulsＲ PGPH)、ポリグリセロール-３ ジイソステアレート(LameformＲ T
GI)、ポリグリセリル-４ イソステアレート(IsolanＲ GI 34)、ポリグリセリル-３ オレ
エート、ジイソステアロイル ポリグリセリル-３ ジイソステアレート(IsolanＲ PDI)、
ポリグリセリル-３ メチルグルコース ジステアレート(Tego CareＲ 450)、ポリグリセリ
ル-３ 蜜ろう(Cera BellinaＲ)、ポリグリセリル-４ カプレート(Polyglycerol Caprate 
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T2010/90)、ポリグリセリル-３ セチルエーテル(ChimexaneＲ NL)、ポリグリセリル-３ 
ジステアレート(CremophorＲ GS 32)、ポリグリセリル ポリリシノレエート(AdmulＲ WOL
 1403)、ポリグリセリル ジメレート イソステアレート、およびこれらの混合物である。
他の適するポリオールエステルの例は、トリメチロールプロパンまたはペンタエリトリト
ールと、ラウリン酸、ヤシ油脂肪酸、獣脂脂肪酸、パルミチン酸、ステアリン酸、オレイ
ン酸、ベヘン酸などとの、モノ、ジおよびトリエステルである(これらを、所望によりエ
チレンオキシド１～３０モルと反応させてもよい)。
【００５３】
　陰イオン性乳化剤
　典型的な陰イオン性乳化剤は、１２～２２個の炭素原子を含む脂肪族脂肪酸(例えば、
パルミチン酸、ステアリン酸またはベヘン酸)、および１２～２２個の炭素原子を含むジ
カルボン酸(例えば、アゼライン酸またはセバシン酸)である。
【００５４】
　両性および陽イオン性乳化剤
　さらに、双性イオン性界面活性剤を、乳化剤として使用することができる。用語「双性
イオン性界面活性剤」は、分子中に少なくとも１つの第四アンモニウム基および少なくと
も１つのカルボキシレート基および１つのスルホネート基を保持する界面活性化合物を指
す。特に適する双性イオン性界面活性剤は、いわゆるベタインであり、例えばＮ-アルキ
ル-Ｎ,Ｎ-ジメチルアンモニウムグリシネート、例えばヤシ油アルキルジメチルアンモニ
ウムグリシネート、Ｎ-アシルアミノプロピル-Ｎ,Ｎ-ジメチルアンモニウムグリシネート
、例えばヤシ油アシルアミノプロピルジメチルアンモニウムグリシネート、および２-ア
ルキル-３-カルボキシメチル-３-ヒドロキシエチルイミダゾリン(アルキル基またはアシ
ル基にそれぞれ８～１８個の炭素原子を含む)、およびヤシ油アシルアミノエチルヒドロ
キシエチルカルボキシメチルグリシネートである。特に好ましいのは、コカミドプロピル
ベタイン(Cocamidopropyl Betaine)のＣＴＦＡ名称のもとで既知である脂肪酸アミド誘導
体である。
【００５５】
　同様に適する乳化剤は、両性界面活性剤である。用語「両性界面活性剤」は、分子中に
Ｃ8/18のアルキル基またはアシル基に加えて、少なくとも１つの遊離アミノ基および少な
くとも１つの－ＣＯＯＨ基または－ＳＯ3Ｈ基を含み、内部塩を形成することができる界
面活性化合物を意味する。適する両性界面活性剤の例は、Ｎ-アルキルグリシン、Ｎ-アル
キルアミノプロピオン酸、Ｎ-アルキルアミノ酪酸、Ｎ-アルキルイミノジプロピオン酸、
Ｎ-ヒドロキシエチル-Ｎ-アルキルアミドプロピルグリシン、Ｎ-アルキルタウリン、Ｎ-
アルキルサルコシン、２-アルキルアミノプロピオン酸およびアルキルアミノ酢酸(アルキ
ル基にそれぞれ約８～１８個の炭素原子を含む)である。特に好ましい両性界面活性剤は
、Ｎ-ヤシ油アルキルアミノプロピオネート、ヤシ油アシルアミノエチルアミノプロピオ
ネートおよびＣ12/18アシルサルコシンである。
【００５６】
　最後に、陽イオン性界面活性剤も乳化剤として適しており、エステルクォート(ester q
uat)型の乳化剤、好ましくはメチルで第四級化したジ脂肪酸トリエタノールアミンエステ
ル塩が特に好ましい。
【００５７】
　本発明の１つの態様において、化粧品組成物は、少なくとも１つの油脂またはワックス
をさらに含有する。
　油脂の代表例は、グリセリド、即ち、高級脂肪酸の混合グリセロールエステルから本質
的になる固体または液体の植物または動物産物である。
　適するワックスは、特に、天然ワックス、例えば、カンデリラワックス、カルナバワッ
クス、木ろう、アフリカハネガヤワックス、コルクワックス、グアルマ(guaruma)ワック
ス、コメ胚油ワックス、サトウキビワックス、オウリキュリー(ouricury)ワックス、モン
タンワックス、蜜ろう、セラックワックス、鯨ろう、ラノリン(羊毛ワックス)、尾羽脂、
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セレシン、オゾケライト(地ろう)、ペトロラタム、パラフィンワックス、微結晶性ワック
ス；化学修飾したワックス(硬ワックス)、例えば、モンタンエステルワックス、サゾール
(sasol)ワックス、水素化ホホバワックス；ならびに、合成ワックス、例えば、ポリアル
キレンワックスおよびポリエチレングリコールワックスである。
【００５８】
　また油脂に加えて、適する添加剤は、脂肪様の物質、例えばレシチンおよびリン脂質で
ある。用語「レシチン」は、脂肪酸、グリセロール、リン酸およびコリンからエステル化
によって生成するグリセロリン脂質を意味すると当業者に理解されている。従って、レシ
チンは、当分野ではホスファチジルコリン(ＰＣ)と称されることも多い。挙げることがで
きる天然レシチンの例はセファリンである。これは、ホスファチジン酸とも称され、１,
２-ジアシル-ｓｎ-グリセロール-３-リン酸の誘導体である。対照的に、リン脂質は、リ
ン酸とグリセロールとのモノエステル、好ましくはジエステル(グリセロールホスフェー
ト)を意味すると通常は理解されており、これは一般に油脂と分類されている。さらに、
スフィンゴシンまたはスフィンゴ脂質も適している。
【００５９】
　本発明の１つの態様において、化粧品組成物は、少なくとも１つの真珠色化ワックスを
さらに含有する。
　適する真珠色化ワックスの例は、以下の通りである：アルキレングリコールエステル、
特にエチレングリコールジステアレート；脂肪酸アルカノールアミド、特にヤシ油脂肪酸
ジエタノールアミド；部分グリセリド、特にステアリン酸モノグリセリド；多塩基性の所
望によりヒドロキシ置換されたカルボン酸と、６～２２個の炭素原子を含む脂肪アルコー
ルとのエステル、特に酒石酸の長鎖エステル；合計して少なくとも２４個の炭素原子を含
む脂肪物質、例えば、脂肪アルコール、脂肪ケトン、脂肪アルデヒド、脂肪エーテルおよ
び脂肪カーボネート、特にラウロンおよびジステアリルエーテル；脂肪酸、例えばステア
リン酸、ヒドロキシステアリン酸またはベヘン酸；１２～２２個の炭素原子を含むオレフ
ィンエポキシドの、１２～２２個の炭素原子を含む脂肪アルコールおよび／または２～１
５個の炭素原子および２～１０個のヒドロキシル基を含むポリオールによる開環生成物；
およびこれらの混合物。
【００６０】
　本発明の１つの態様において、化粧品組成物は、少なくとも１つの稠度調節剤および／
または増粘剤をさらに含有する。
　適する稠度調節剤は、主に、１２～２２個、好ましくは１６～１８個の炭素原子を含む
脂肪アルコールまたはヒドロキシ脂肪アルコール、さらに部分グリセリド、脂肪酸または
ヒドロキシ脂肪酸である。好ましいのは、これらの物質と、アルキルオリゴグルコシドお
よび／または脂肪酸Ｎ-メチルグルカミド(同じ鎖長)および／またはポリグリセロール ポ
リ-１２-ヒドロキシステアレートとの組合せである。
【００６１】
　適する増粘剤は、例えば、Aerosilグレード(親水性シリカ)、多糖、特にキサンタンゴ
ム、グアール、寒天、アルギネートおよびチロース(tylose)、カルボキシメチルセルロー
ス、ヒドロキシエチルセルロースおよびヒドロキシプロピルセルロース、さらに比較的高
分子量の脂肪酸ポリエチレングリコールモノエステルおよびジエステル、ポリアクリレー
ト[例えば、CarbopolsＲおよびPemulenグレード(Goodrich)；SynthalensＲ(Sigma)；Kelt
rolグレード(Kelco)；Sepigelグレード(Seppic)；Salcareグレード(Allied Colloids)]、
ポリアクリルアミド、ポリマー、ポリビニルアルコールおよびポリビニルピロリドンであ
る。ベントナイト、例えば、BentoneＲ Gel VS 5PC(Rheox)[これは、シクロペンタシロキ
サン、ジステアルジモニウム・ヘクトライト(disteardimonium hectorite)およびプロピ
レンカーボネートの混合物である]も、特に効果的であることがわかっている。また適す
るのは、界面活性剤(例えば、エトキシル化脂肪酸グリセリド)、脂肪酸とポリオール(例
えば、ペンタエリトリトールまたはトリメチロールプロパン)とのエステル、狭い同族体
分布を有する脂肪アルコールエトキシレートまたはアルキルオリゴグルコシド、ならびに



(14) JP 5658559 B2 2015.1.28

10

20

30

40

50

、電解質(例えば、塩化ナトリウムおよび塩化アンモニウム)である。
【００６２】
　本発明の１つの態様において、化粧品組成物は、少なくとも１つの過脂肪剤をさらに含
有する。
　使用しうる過脂肪剤は、例えば、ラノリンおよびレシチン、さらにポリエトキシル化ま
たはアシル化したラノリンおよびレシチン誘導体、ポリオール脂肪酸エステル、モノグリ
セリドおよび脂肪酸アルカノールアミド(後者は、発泡安定剤としても働く)などの物質で
ある。
【００６３】
　本発明の１つの態様において、化粧品組成物は、少なくとも１つの安定剤をさらに含有
する。
　使用しうる安定剤は、脂肪酸の金属塩、例えば、ステアリン酸またはリシノール酸のマ
グネシウム、アルミニウムおよび／または亜鉛塩である。
【００６４】
　本発明の１つの態様において、化粧品組成物は、少なくとも１つのポリマーをさらに含
有する。
　適する陽イオン性ポリマーは、例えば、陽イオン性セルロース誘導体、例えば第四級化
したヒドロキシエチルセルロース(AmercholからPolymer JR 400Ｒの名称で入手可能)、陽
イオン性デンプン、ジアリルアンモニウム塩とアクリルアミドのコポリマー、第四級化し
たビニルピロリドン-ビニルイミダゾールポリマー(例えばLuviquatＲ、BASF)、ポリグリ
コールとアミンの縮合生成物、第四級化したコラーゲンポリペプチド、例えばラウリルジ
モニウムヒドロキシプロピル加水分解コラーゲン(LamequatＲL/Gruenau)、第四級化した
コムギポリペプチド、ポリエチレンイミン、陽イオン性シリコーンポリマー、例えばアモ
ジメチコーン、アジピン酸とジメチルアミノヒドロキシプロピルジエチレントリアミンの
コポリマー(CartaretinsＲ/Sandoz)、アクリル酸とジメチルジアリルアンモニウムクロリ
ドのコポリマー(MerquatＲ550/Chemviron)、ポリアミノポリアミドおよびその架橋した水
溶性ポリマー、陽イオン性キチン誘導体、例えば第四級化したキトサン(所望により微結
晶分散している)、ジハロアルキル(例えばジブロモブタン)とビス-ジアルキルアミン(例
えばビス-ジメチルアミノ-１,３-プロパン)との縮合生成物、陽イオン性グアールゴム(例
えば、CelaneseからのJaguarＲ CBS、JaguarＲ C-17、JaguarＲ C-16)、第四級化したア
ンモニウム塩ポリマー(例えば、MiranolからのMirapolＲ A-15、MirapolＲ AD-1、Mirapo
lＲ AZ-1)である。
【００６５】
　適する陰イオン性、双性イオン性、両性および非イオン性ポリマーは、例えば、酢酸ビ
ニル／クロトン酸コポリマー、ビニルピロリドン／アクリル酸ビニルコポリマー、酢酸ビ
ニル／マレイン酸ブチル／アクリル酸イソボルニルコポリマー、メチルビニルエーテル／
無水マレイン酸コポリマーおよびそのエステル、未架橋のポリアクリル酸およびポリオー
ル架橋したポリアクリル酸、アクリルアミドプロピルトリメチルアンモニウムクロリド／
アクリレートコポリマー、オクチルアクリルアミド／メタクリル酸メチル／tert-ブチル
アミノエチルメタクリレート／２-ヒドロキシプロピルメタクリレートコポリマー、ポリ
ビニルピロリドン、ビニルピロリドン／酢酸ビニルコポリマー、ビニルピロリドン／ジメ
チルアミノエチルメタクリレート／ビニルカプロラクタムターポリマー、および所望によ
り誘導体化したセルロースエーテルおよびシリコーンである。
【００６６】
　本発明の１つの態様において、化粧品組成物は、少なくとも１つのシリコーン化合物を
さらに含有する。
　適するシリコーン化合物は、例えば、ジメチルポリシロキサン、メチルフェニルポリシ
ロキサン、環式シリコーン、ならびに、アミノ-、脂肪酸-、アルコール-、ポリエーテル-
、エポキシ-、フッ素-、グリコシド-および／またはアルキル-修飾したシリコーン化合物
である(これらは、室温で液体または樹脂形態のいずれかであることができる)。また適す
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るのは、水素化シリケートおよび２００～３００のジメチルシロキサン単位の平均鎖長を
有するジメチコーンの混合物であるシメチコーンである。
【００６７】
　本発明の１つの態様において、化粧品組成物は、少なくとも１つのＵＶ光保護フィルタ
ーをさらに含有する。
　ＵＶ光保護因子とは、例えば、室温で液体または結晶性であり、かつ、紫外線を吸収す
ることができ、吸収したエネルギーをより長波長の放射(例えば熱)の形態で再び放出する
有機物質(光保護フィルター)を意味すると解するべきである。ＵＶ-Ｂフィルターは、油
溶性または水溶性であることができる。油溶性物質の例は、以下の通りである：
・３-ベンジリデンカンファーまたは３-ベンジリデンノルカンファーおよびその誘導体、
例えば３-(４-メチルベンジリデン)カンファー；
・４-アミノ安息香酸誘導体、好ましくは４-(ジメチルアミノ)安息香酸２-エチルヘキシ
ル、４-(ジメチルアミノ)安息香酸２-オクチルおよび４-(ジメチルアミノ)安息香酸アミ
ル；
・桂皮酸のエステル、好ましくは４-メトキシ桂皮酸２-エチルヘキシル、４-メトキシ桂
皮酸プロピル、４-メトキシ桂皮酸イソアミル、２-シアノ-３,３-フェニル桂皮酸２-エチ
ルヘキシル(octocrylene)；
・サリチル酸のエステル、好ましくはサリチル酸２-エチルヘキシル、サリチル酸４-イソ
プロピルベンジル、サリチル酸ホモメンチル；
・ベンゾフェノンの誘導体、好ましくは２-ヒドロキシ-４-メトキシベンゾフェノン、２-
ヒドロキシ-４-メトキシ-４'-メチルベンゾフェノン、２,２'-ジヒドロキシ-４-メトキシ
ベンゾフェノン；
・ベンザルマロン酸のエステル、好ましくは４-メトキシベンザルマロン酸ジ-２-エチル
ヘキシル；
・トリアジンの誘導体、例えば２,４,６-トリアニリノ(ｐ-カルボ-２'-エチル-１'-ヘキ
シルオキシ)-１,３,５-トリアジンおよびオクチルトリアゾンまたはジオクチルブタアミ
ドトリアゾン(UvasorbＲ HEB)；
・プロパン-１,３-ジオン、例えば１-(４-tert-ブチルフェニル)-３-(４'-メトキシフェ
ニル)プロパン-１,３-ジオン；
・ケトトリシクロ(５.２.１.０)デカン誘導体。
【００６８】
　適する水溶性物質は、以下の通りである：
・２-フェニルベンズイミダゾール-５-スルホン酸、ならびに、そのアルカリ金属、アル
カリ土類金属、アンモニウム、アルキルアンモニウム、アルカノールアンモニウムおよび
グルクアンモニウム塩；
・ベンゾフェノンのスルホン酸誘導体、好ましくは２-ヒドロキシ-４-メトキシベンゾフ
ェノン-５-スルホン酸およびその塩；
・３-ベンジリデンカンファーのスルホン酸誘導体、例えば、４-(２-オキソ-３-ボルニリ
デンメチル)ベンゼンスルホン酸および２-メチル-５-(２-オキソ-３-ボルニリデン)スル
ホン酸およびその塩。
【００６９】
　適する典型的なＵＶ-Ａフィルターは、特に、ベンゾイルメタンの誘導体、例えば、１-
(４'-tert-ブチルフェニル)-３-(４'-メトキシフェニル)プロパン-１,３-ジオン、４-ter
t-ブチル-４'-メトキシジベンゾイルメタン(ParsolＲ 1789)、１-フェニル-３-(４'-イソ
プロピルフェニル)プロパン-１,３-ジオン、およびエナミン化合物である。勿論、これら
ＵＶ-ＡおよびＵＶ-Ｂフィルターを、混合物で使用することもできる。特に好ましい組合
せは、ベンゾイルメタンの誘導体、例えば４-tert-ブチル-４'-メトキシジベンゾイルメ
タン(ParsolＲ 1789)および２-シアノ-３,３-フェニル桂皮酸２-エチルヘキシル(octocry
lene)からなり、桂皮酸のエステル、好ましくは４-メトキシ桂皮酸２-エチルヘキシルお
よび／または４-メトキシ桂皮酸プロピルおよび／または４-メトキシ桂皮酸イソアミルと
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組合せる。このような組合せを、水溶性フィルター(例えば、２-フェニルベンズイミダゾ
ール-５-スルホン酸、ならびに、そのアルカリ金属、アルカリ土類金属、アンモニウム、
アルキルアンモニウム、アルカノールアンモニウムおよびグルクアンモニウム塩)と組合
せるのが有利である。
【００７０】
　上記した可溶性物質と同様に、不溶性の光保護顔料(即ち、微細に分散させた金属酸化
物または塩)も、この目的に適している。適する金属酸化物の例は、特に、酸化亜鉛およ
び二酸化チタン、さらに、鉄、ジルコニウム、ケイ素、マンガン、アルミニウムおよびセ
リウムの酸化物、ならびにこれらの混合物である。使用しうる塩は、ケイ酸塩(タルク)、
硫酸バリウムまたはステアリン酸亜鉛である。これらの酸化物および塩を、皮膚ケアおよ
び皮膚保護エマルジョンおよび美容化粧品のための顔料の形態で使用する。ここで、これ
ら粒子は、１００ｎｍ未満、好ましくは５～５０ｎｍ、特に１５～３０ｎｍの平均直径を
有しているべきである。これらは球形状を有していてよいが、楕円形状または球形状から
他の様式でいくらか逸脱した形状を有する粒子を使用することもできる。また、顔料を、
表面処理すること、即ち、親水性化または疎水性化することもできる。その代表例は、被
覆した二酸化チタン、例えば、titanium dioxide T 805(Degussa)またはEusolexＲ T2000
(Merck)である。ここで、適する疎水性被覆剤は、第一にシリコーンであり、この場合に
は特に、トリアルコキシオクチルシランまたはシメチコーンである。日焼け止め剤におい
て好ましいのは、いわゆるミクロまたはナノ顔料を使用することである。好ましいのは、
ミクロ化した酸化亜鉛を使用することである。
【００７１】
　本発明の１つの態様において、化粧品組成物は、少なくとも１つの生物起源の活性成分
および／または酸化防止剤をさらに含有する。
　生物起源の活性成分とは、例えば、トコフェロール、酢酸トコフェロール、パルミチン
酸トコフェロール、アスコルビン酸、(デオキシ)リボ核酸およびその断片化生成物、β-
グルカン、レチノール、ビサボロール、アラントイン、ピタントリオール、パンテノール
、ＡＨＡ酸、アミノ酸、セラミド、偽セラミド、精油、植物抽出物(例えば、プラナス抽
出物、バンバラナッツ抽出物)ならびにビタミン複合体を意味すると解される。
【００７２】
　酸化防止剤は、ＵＶ放射が皮膚に貫通したときに開始される光化学反応連鎖を遮断する
。その代表例は、アミノ酸(例えば、グリシン、ヒスチジン、チロシン、トリプトファン)
およびその誘導体、イミダゾール(例えば、ウロカニン酸)およびその誘導体、ペプチド、
例えばＤ,Ｌ-カルノシン、Ｄ-カルノシン、Ｌ-カルノシンおよびその誘導体(例えば、ア
ンセリン)、カロテノイド、カロテン(例えば、α-カロテン、β-カロテン、リコペン)お
よびその誘導体、クロロゲニン酸およびその誘導体、リポ酸およびその誘導体(例えば、
ジヒドロリポ酸)、オーロチオグルコース、プロピルチオウラシルおよび他のチオール(例
えば、チオレドキシン、グルタチオン、システイン、シスチン、シスタミン、ならびに、
そのグリコシル、Ｎ-アセチル、メチル、エチル、プロピル、アミル、ブチル、およびラ
ウリル、パルミトイル、オレイル、γ-リノレイル、コレステリルおよびグリセリルエス
テル)およびその塩、ジラウリルチオジプロピオネート、ジステアリルチオジプロピオネ
ート、チオジプロピオン酸およびその誘導体(エステル、エーテル、ペプチド、脂質、ヌ
クレオチド、ヌクレオシドおよび塩)、ならびに、スルホキシイミン化合物(例えば、ブチ
オニンスルホキシイミン、ホモシステインスルホキシイミン、ブチオニンスルホン、ペン
タ-、ヘキサ-、ヘプタ-チオニンスルホキシイミン)[これらは、極めて少ない許容用量(例
えば、ｐモル～μモル／ｋｇ)で用いる]、さらに、(金属)キレート化剤(例えば、α-ヒド
ロキシ脂肪酸、パルミチン酸、フィチン酸、ラクトフェリン)、α-ヒドロキシ酸(例えば
、クエン酸、乳酸、リンゴ酸)、フミン酸、胆汁酸、胆汁抽出物、ビリルビン、ビリベル
ジン、ＥＤＴＡ、ＥＧＴＡおよびその誘導体、不飽和脂肪酸およびその誘導体(例えば、
γ-リノレン酸、リノール酸、オレイン酸)、葉酸およびその誘導体、ユビキノンおよびユ
ビキノールおよびその誘導体、ビタミンＣおよびその誘導体(例えば、パルミチン酸アス
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コルビル、リン酸アスコルビルＭｇ、酢酸アスコルビル)、トコフェロールおよびその誘
導体(例えば、ビタミンＥアセテート)、ビタミンＡおよびその誘導体(ビタミンＡパルミ
テート)、およびベンゾイン樹脂のコニフェリルベンゾエート、ルチン酸およびその誘導
体、α-グリコシルルチン、フェルラ酸、フルフリリデングルシトール、カルノシン、ブ
チルヒドロキシトルエン、ブチルヒドロキシアニソール、ノルジヒドログアヤク酸、ノル
ジヒドログアイアレチン酸、トリヒドロキシブチロフェノン、尿酸およびその誘導体、マ
ンノースおよびその誘導体、スーパーオキシドジスムターゼ、亜鉛およびその誘導体(例
えば、ＺｎＯ、ＺｎＳＯ4)、セレンおよびその誘導体(例えば、セレノメチオニン)、スチ
ルベンおよびその誘導体(例えば、スチルベンオキシド、トランス-スチルベンオキシド)
、ならびに、本発明に従って適するこれら活性成分の誘導体(塩、エステル、エーテル、
糖、ヌクレオチド、ヌクレオシド、ペプチドおよび脂質)である。
【００７３】
　本発明の１つの態様において、化粧品組成物は、少なくとも１つの抗微生物剤および／
または防腐剤をさらに含有する。
　適する抗微生物剤は、基本的に、グラム陽性細菌に対して効果的な全ての物質であり、
例えば、４-ヒドロキシ安息香酸およびその塩およびエステル、Ｎ-(４-クロロフェニル)-
Ｎ'-(３,４-ジクロロフェニル)尿素、２,４,４'-トリクロロ-２'-ヒドロキシジフェニル
エーテル(トリクロサン)、４-クロロ-３,５-ジメチルフェノール、２,２'-メチレンビス(
６-ブロモ-４-クロロフェノール)、３-メチル-４-(１-メチルエチル)フェノール、２-ベ
ンジル-４-クロロフェノール、３-(４-クロロフェノキシ)-１,２-プロパンジオール、３-
ヨード-２-プロピニルブチルカルバメート、クロロヘキシジン、３,４,４'-トリクロロカ
ルバニリド(ＴＴＣ)、抗細菌芳香物質、チモール、タイム油、オイゲノール、チョウジ油
、メントール、ミント油、ファルネソール、フェノキシエタノール、グリセロールモノカ
プレート、グリセロールモノカプリレート、グリセロールモノラウレート(ＧＭＬ)、ジグ
リセロールモノカプレート(ＤＭＣ)、サリチル酸Ｎ-アルキルアミド(例えば、Ｎ-オクチ
ルサリチルアミドまたはＮ-デシルサリチルアミド)などである。
【００７４】
　適する防腐剤は、例えば、フェノキシエタノール、ホルムアルデヒド溶液、パラベン、
ペンタンジオールまたはソルビン酸、および銀錯体(SurfacinsＲの名称のもとで既知であ
る)、さらに、化粧品指針(Cosmetics Directive)の付属書６のパートＡおよびＢに挙げら
れている他の群の物質である。
【００７５】
　本発明の１つの態様において、化粧品組成物は、少なくとも１つの皮膜形成剤をさらに
含有する。
　通常の皮膜形成剤は、例えば、キトサン、微結晶性キトサン、第四級化キトサン、ポリ
ビニルピロリドン、ビニルピロリドン／酢酸ビニルコポリマー、アクリル酸系列のポリマ
ー、第四セルロース誘導体、コラーゲン、ヒアルロン酸およびその塩、および同様の化合
物である。
【００７６】
　本発明の１つの態様において、化粧品組成物は、少なくとも１つの膨潤剤をさらに含有
する。
　水相のための膨潤剤は、モンモリロナイト、粘土鉱物物質、ペムレン(Pemulen)、およ
びアルキル修飾したカルボポール(Carbopol)グレード(Goodrich)であってよい。他の適す
るポリマーおよび膨潤剤は、R.Lochheadによる概説[Cosm.Toil. 108、95 (1993)]に見ら
れる。
【００７７】
　本発明の１つの態様において、化粧品組成物は、少なくとも１つのヒドロトロープ剤を
さらに含有する。
　流れ挙動を改善するために、ヒドロトロープ剤、例えば、エタノール、イソプロピルア
ルコールまたはポリオールを使用することもできる。ここで適するポリオールは、好まし
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らのポリオールは、さらなる官能基、特にアミノ基を含むこともでき、また、窒素で修飾
することもできる。その代表例は、以下の通りである：
・グリセロール；
・アルキレングリコール、例えば、エチレングリコール、ジエチレングリコール、プロピ
レングリコール、ブチレングリコール、ヘキシレングリコール、およびポリエチレングリ
コール(平均分子量１００～１０００ダルトンを有する)；
・自己縮合度１.５～１０を有する工業用グレードのオリゴグリセロール混合物、例えば
、ジグリセロール含量４０～５０重量％の工業用グレードのジグリセロール混合物；
・メチロール化合物、例えば、特にトリメチロールエタン、トリメチロールプロパン、ト
リメチロールブタン、ペンタエリトリトールおよびジペンタエリトリトール；
・低級アルキルグルコシド、特にアルキル基に１～８個の炭素原子を含むもの、例えばメ
チルおよびブチルグルコシド；
・５～１２個の炭素原子を含む糖アルコール、例えばソルビトールまたはマンニトール；
・５～１２個の炭素原子を含む糖、例えばグルコースまたはスクロース；
・アミノ糖、例えばグルカミン；
・ジアルコールアミン、例えばジエタノールアミンまたは２-アミノ-１,３-プロパンジオ
ール。
【００７８】
　さらなる成分の合計量は、組成物を基準に、１～５０重量％、好ましくは５～４０重量
％であってよい。組成物は、通常の冷間または熱間法によって製造することができる。相
反転温度法を用いるのが好ましい。
【実施例】
【００７９】
　実施例において使用したヘスペリジンメチルカルコンは、Sigma Aldrich(ＣＡＳ番号：
24292-52-2)から入手し、スクラレオリドは、Sigma Aldrich(ＣＡＳ番号：564-20-5)から
入手した。
【００８０】
　実施例１：スクラレオリドおよびヘスペリジンメチルカルコンのためのメラニン形成刺
激アッセイ
　メラニン細胞(Ｂ１６セルライン)を、ウシ胎仔血清(ＦＣＳ)を含む標準の細胞培養培地
に接種した。３７℃およびＣＯ2＝５％で３日間インキュベートした後、増殖培地を、試
験する各活性成分を所与の濃度で含む標準培地および成分を含まない対照と交換した。３
日間のインキュベートの後、メラニンのレベルを、４７５ｎｍにおいて光学密度を記録す
ることによって測定した。細胞をバランス塩溶液によって洗浄し、０.１Ｍ ＮａＯＨ溶液
中でホモジナイズした後、生存細胞数を、細胞タンパク質レベルの評価(Bradford法)によ
って測定した。結果を、２回または３回アッセイ(それぞれ３重)における平均±ＳＥＭ(
標準誤差)として、対照(化合物を含まない細胞培養培地)に対する％で表した。
【００８１】
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【表１】

　これらの結果は、化合物が、細胞毒性なしにメラニン細胞におけるメラニン合成の割合
を増加させたことを示す。
【００８２】
　実施例２：スクラレオリドおよびヘスペリジンメチルカルコンの組合せのためのメラニ
ン形成刺激アッセイ
　メラニン細胞(Ｂ１６セルライン)を、ウシ胎仔血清(ＦＣＳ)を含む標準の細胞培養培地
に接種した。３７℃およびＣＯ2＝５％で３日間インキュベートした後、増殖培地を、試
験する各活性成分を所与の濃度で含む標準培地および成分を含まない対照と交換した。活
性成分の組合せを、活性成分単独と平行して、同じ培養において試験した。３日間のイン
キュベートの後、細胞を、バランス塩溶液によって洗浄し、０.１Ｍ ＮａＯＨ溶液中でホ
モジナイズした。生存細胞数を、細胞タンパク質レベルの評価(Bradford法)によって測定
し、細胞内メラニンレベルを、４７５ｎｍにおいて光学密度を記録することによって測定
した。
　結果を、５回アッセイ(それぞれ３重)における平均±ＳＥＭ(標準誤差)として、対照(
化合物を含まない細胞培養培地)に対する％で表した。
【００８３】
【表２】

　非常に少ない用量において、スクラレオリドは、メラニン合成の割合を増加させたが、
一方、非常に少ない用量において、ヘスペリジンメチルカルコンは、有意の効果を示さな
かった。同じ用量で一緒にすると、スクラレオリドとヘスペリジンメチルカルコンの組合
せは、各成分の単独よりも高い効果を与える結果になり、相乗効果を示した。
【００８４】
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【表３】

　別々にまたは混合して試験したスクラレオリドまたはヘスペリジンメチルカルコンは、
細胞タンパク質の量を明瞭に減少させることはなく、従って、これらは、これらの濃度に
おいて毒性作用を示さない。
【００８５】
　実施例３：化粧品組成物
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【表４】

【００８６】
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【表５】

【００８７】
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【表６】

【００８８】
【表７】

【００８９】
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【表８】

供給元：
(1) Laboratoires Serobiologiques
(2) Cognis
(3) Dow Corning
(4) Kelco
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